
１．はじめに
豊橋市自然史博物館では，平成１５・１６年度（２００３－

２００４年度）に古生代展示室，平成１９・２０年度（２００７－

２００８年度）に中生代展示室およびエドモントサウルス

展示室の改装を行った．その際，子どもから大人まで

誰もが楽しく学べるユニバーサルな展示を目指す中

で，植物化石を効果的に展示するための方法を検討し

た．旧展示室では，ジオラマや総説的な展示解説は

あったものの個々の植物化石の生態や復元像における

部位などを補足説明するものはなく，わかりやすいも

のではなかった（図１）．多くの場合，植物化石は，

部分的であり，それらだけからは元の姿がわかりにく

い．

中古生代の古植物の復元については，Stewart and

Rothwell（１９９３），Taylor and Taylor（１９９３），White

（１９９３），木村（１９８９），戸部（１９９４），西田（１９９８），

西田編（１９９９），日本古生物学会監修（２００４）などが

参考になる．また，展示物に関連したものとしては，

寺田（２００６），Terada et al .（２００５）などがある．展示

改装にあたっては，これらをはじめとして各地の博物
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Abstract
The Paleozoic Hall of the Toyohashi Museum of Natural History in Toyohashi City , Aichi

Prefecture , Japan, underwent a major renovation in 2003 -2004, followed by a remodeling of its

Mesozoic and Edmontosaurus Halls in 2007-2008. Through these renovations, new exhibits on plant

fossils were introduced on the basis of a universal design enjoyable for all visitors. Past exhibits on

fossil plants were not well designed and were difficult for visitors to envision the original form of

extinct plants from partial remains exhibited. The new exhibits were designed to make the life of

ancient plants easily understandable for visitors by providing 1）explanation labels with graphic

representations of exhibited fossils, 2）diagrams of ecological restoration, and 3）hands-on exhibits.

The new exhibits have greatly improved to capture visitors’attention on fossil plants. However, the

museum’s recent assessment of the exhibits has suggested that visitors are much interested in

hands-on exhibits, rather than to appreciate the reconstruction of fossil plants. Therefore, challenges

still remain to further improve the exhibits so that visitors will be able to better understand the

complexity involved in restoring ancient plants from partial fossil remains. Some ideas include adding

new explanatory panels elaborating the process of ancient plant restorations.

Key words : Toyohashi Museum of Natural History, Paleozoic, Mesozoic, plant fossils, restoration,

hands-on exhibition

キーワード： 豊橋市自然史博物館，古生代，中生代，植物化石，復元，ハンズオン展示

２０１０年３月２７日受付，２０１０年７月４日受理
＊ 〒４４１－３１４７ 豊橋市大岩町字大穴１－２３８ 豊橋市自然史博物館

Toyohashi Museum of Natural History, 1-238 Oana, Oiwa-cho, Toyohashi City, Aichi Prefecture 441-3147,

Japan

E-mail : yoshikawa-hiroaki@city.toyohashi.lg.jp

― 10 ―

ｖｅｒ／化石研究会会誌　ＰＤＦ化／１００７０５４５　化石研究会誌４３巻１号／本文／０２　吉川　１０‐１４  2010.08.18 18.



館展示なども参考として，１）復元図付きラベル等，

２）生態復元図，３）ハンズオン展示という３つの手

法を用いて生育時の姿をイメージしやすい展示を試み

た．これらの展示について，いくつかの例，来館者の

反応，課題について紹介する．

２．植物化石を展示する際の問題点
植 物 化 石 は，Qiang et al .（２００４）が 記 載 し た

Archaefructus eoflora のように例外的に保存が良く全

体が残っている場合もあるが，通常，葉，幹，種子な

ど部分的な化石として産出する．しかも，部位ごとに

別の学名がつけられていることも多い．そのため，植

物化石を展示した際に，個々の展示標本から全体像を

イメージしにくいという難点がある．

人類と相同器官をもつ脊椎動物の化石は私たち自身

の体と比較して理解しやすいのに対して，植物の場合

には，頭や足といった，人間と共通する用語で説明でき

る部位がないことも，わかりにくさの要因と考えられ

る．植物に興味がある人でも，現在の植物とまったく

体制が異なった絶滅した分類群の植物に関しては，や

はり理解しにくいのではないだろうか．例えば，図２

はシダ種子植物の小胞子�クロッソテカ Crossotheca

sagittata であるが，この化石だけを見て，これが元の

植物のどのような部位であるのか，またその全体像に

ついて理解できる一般来館者は，おそらく皆無であろ

う．

このため，展示改装にあたり，次項で述べるような

手法を用いて部分的な化石から生きていたときの様子

をイメージできるような工夫を行った．

３．展示の工夫
１）復元図付きのラベルなど

保存の問題も含め，形態がわかりにくいものについ

ては，比較・参考のために化石のスケッチや CG によ

る立体的な復元図をつけた．特にグロッソプテリス属

Glossopteris の根であるヴェルテブラリア Vertebraria

australis のように部位がわかりにくいものには，全体

の復元図など補足的な図をラベルにつけ，どの部位で

あるのかを示して，解説をつけた（図３）．また，類

似した方法として補足的パネルや比較標本をつけたも

のもある．例えば，ハボロハナカセキ Protomonimia

kasai-nakajhongii のように内部構造が重要であるもの

については断面の顕微鏡写真をつけ細部を解説した．

これにより，この化石が種子のつまった子房が集合し

た果実であることがわかり，なぜハナカセキと呼ばれ

るのかを理解する助けとなっている．また，セコイア

の一種 Sequoia sp.やナンヨウスギ科の新属として話

題となったウォレミア Wollemia nobilis に類似したア

ガティス Agathis jurassica など現生の近縁種があるも

のについては，その生態写真や標本をあわせて展示す

ることで，どんな植物であったのかイメージしやすく

している（図４）．

図１ 豊橋市自然史博物館旧古生代展示室の植物化石展示
（２００３年）．左：石炭紀の森（ジオラマ），右：化石展示
ケース（主に上段に植物化石が展示されている）．

図３ グロッソプテリス属 Glossopteris の根ヴェルテブラリア
Vertebraria australis の展示（古生代展示室）．ラベルに
は全体の復元図とどの部位の化石なのかを示した解説を
付けている．

図２ シダ種子植物の小胞子�クロッソテカ Crossotheca
sagittata（古生代展示室）．
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２）生態復元図
展示されている植物化石が生育していた時の姿をイ

メージする助けとなるように，展示ケースの壁面に生

態復元図を配置した（図５）．これらについては，全

体的な雰囲気づくりを目的としており，展示標本と生

態復元図をあえて一対一の関係では示していない．し

かし，個々の植物は復元図を基に描かれているので，

それぞれが個体の復元図でもある．古生代展示室の

「植物」コーナーでは，初期の陸上植物からシダ植

物，前裸子植物，裸子植物への進化を系統にそって展

示しているので，生態復元図もこれに合わせて進化の

流れを意識したものとなっている．一方，中生代展示

室では，「三畳紀の植物」「ジュラ紀の植物」「白亜紀

の植物」の三つの展示コーナーが設けられているの

で，各時代を印象付けるような生態復元図とし，それ

ぞれの違いを見比べられるようなものとなっている．

また，展示ケースの上部と左側方の壁面に一続きの生

態復元図を配置することで，限られたスペースに高さ

と広がりを出す工夫もしている（図５）．

３）ハンズオン展示
植物化石の中には，各部分の標本が得られ，全体像

がよく知られているものがいくつかある．特に古生代

から中生代の主要な植物については，古植物学の教科

書をはじめ多くの書籍にも復元図が紹介されている

（Stewart and Rothwell , 1993 ; Taylor and Taylor ,

1993；戸部，１９９４；西田，１９９８；Taylor et al .，２００９な

ど）．例えば，古生代のリンボク科 Lepidodendraceae，

カラミテス科 Calamitaceae，中生代のアラウカリア

Araucaria mirabilis などは，様々な部位が化石として

産出しており，当館でも多様な部位の収集を心がけて

きた．今回の展示改装では，こうした化石を利用して

大人も子どもも楽しめるハンズオン展示を試み，観覧

者自らが探究できる展示を目指した．なお，これらの

展示は今回の展示改装の方針に基づき，安全面に配慮

しながら，全体的に子どもが触りやすい位置に設置し

ている．

図４ アガティス Agathis jurassica とウォレミアWollemia
nobilis の展示．アガティス（左下）に近縁と考えられる
ウォレミアの標本（上）と写真・解説文（右下）が添え
られている．

図５ 生態復元図．左：古生代展示室「植物」コーナー，右：中生代展示室「白亜紀の植物」コーナー．中生代展示室の
生態復元図では，展示ケースの上部と左側方の壁面を利用し，高さと広がりを表現している．
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